





結城公子さん目)と 

パンフラワーづくりをたのしむ 

小荧粉から生まれる芸術、パンフラヮー。生地に絵具を混ぜ合せ、乾燥しな 

いよう手早くこねて小さなお m 子を作る。表面に褐忮で穴をあければ何とも苺 ること心が。 



らしくなってきた。葉の部分はお団子を本物の葉の上に丁寧に伸ばし、葉脈 
をそのまま写し取る。花や等(がく〉は少々酣肖。お団子に鋏をいれ、分けた部 
分を指の腹に乘せ、花びら一枚づつ形どっていく。「何を作るにも最初のお団 
子をきれいに作ることが肝心。あとは工夫次第です」（結城さん〉 





1 ■お花が上 fu 出来れば一人期ですよ J 
確かに一枚一枚を均等に伸ばすのは¥_の衆。 
その分，充成の#びもひとしお。 
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メード • イン • えくてびあん 










選 に六 



若山旅人氏.その衰えを知らず： 




若山喜志子。若山旅人。八木下禎治。 

4月14日。詩歌のみちに建てられた三歌人の碑。 

本誌別冊『いくつになってもうたごころ』で、 

歌人 • 若山旅人はこう語った。 

「ものをつくるということは人間最大のテーマですから…」 
旅人先中の言葉に従えば、 

立川にはテーマを持つ人、テーマを愛する人の何と多いことか。 
いよいよ、街が詩情であふれる時がやって来た。 

※裏面に関連記事 


街が詩情であふれる 
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えくて ひ あん レボー ト 
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立川市文化協会金*•五十寄雎考にそれぞれ'«謝状故八木下相治氏畏筘•守氏も tt 立 
A 栄沾氏よリ立川市長に目妫 が手渡される•(写 II は簟野忠 の S びを‘ 

SM , 正氏) 









































1995 • 6 •丨（月丨回発行〉 


月刊 • えくてびあん-立 JIIC 路ろラ • 立川に生きよラ 


通巻 131 巻 


昌平ざ 



則年 1 ■ベスト I3JII 人•展 j 
展示写寅よ0 



才 U オン醫房 

»町 2-2-26 _ 023-3311 

印■の宝山堂 

咖 2-4 _ «25-0111 

アルピ 3 ン 

邮 2-4-28 _ »25-3824 

6»棚12リーフローゲ 
■邱2+28 — »27-4138 

アン抑フ I . XHIJ - フ〇イ 
SBC 02-4-30 026-1818 

クリムト 

1»©2-4-30 _ O 26-3030 

第一勧業播行 111115 * 

晒町 2-4-30 _«22-5151 

シエ•タスケ 

WW 2-5-14 _ »27-5959 

さくら銀行立川支店 

•町 2-6-11 _ 022-2151 

サヴィニ 

曙町 2-7-10 »25-1662 


中島 S 腐店 

羽衣町と 1 卜 34 022-5723 

和凰レストラン篇屋 

羽衣 ®^ 7-14 « 26-3698 

M 排屋らうむ 
羽衣町 2 - 27-9 » 26-3643 


立川商 

明衣 8512-30 


むぎばたけ 

| 鋪町 2 - 1-1 _ 026-0210 

田屋商店 

|»® 2 十 10 022-3731 


寿屋酒 

錦町 2 - 1-13 


店 

022-3565 


泰明堂 

% 町 2-31-1 _ »22-3353 

文具のないとラ 

，衣® T 2-33-1 _ »22-3677 

ヶ-キスタ畑 
，衣町2+1 _ 027*6808 

^そのい時計店 

[885WI2-32-2 _»22-5211 

斥 摩相!故•麵 

， J 2-66-1 — 036-9711 

ちそば仁更桔 

，町 5-12-1 _ 037-0991 

|七 禳臞酒店 

W 5-61 -B _«36-2476 

| 森田接脅院 

ド町6+25 — »35-6240 

$木備麝回復センター 

> 町 1-6-21 _ 021-0289 

薬子 16 ゆラぎ 

錦町 1-8-5 «25-0780 


店 

022-3625 


| 三田花 

錦町 2 - 5-23 


たちば 

I 幸赃卜12 


ユ S 


びあ 


ほわいとはラす 
| 荣 « 町 2 - 9-28 _» 24-1610 

ビジネスホテルクボタ 

| 柴琦町 2 - 12-23 022-1122 

いなげや立川 W 口店 
I 柴爵即 2 - 12-24 026-2947 


店 

024-4187 


白洋舍 
I 柴綺町 2 - 17-5 


2-24 〇 2 

3 Ul 9 Kf ェ 


-ン店 
025-0036 


立 ill 市市民会館 

| 銻町 3 - 3-20 _ » 26-1311 

| ロッテリア川明 Ml 

幸町 4-38 © 37-4413 


な 

» 37-0347 


自然食ばれあな 

高松町 2-1-23 _»24-4560 

i 摩画材 

Jfl 松町2十25 _〇22-6031 

\ km ^ マリアン 

^5松® 2-10-22 U24-3912 

i 梨中央銀行細支店 

JK 松印 2-16-13 _«26-1571 

^泉蕖子店 

^松町 2-27-3 _ »26-1736 

1 助胄栗店 

BHMJ2-4-18 _ Q22-3542 

^の專鬥店伊勢屋 

裹松邱2+20 024-2734 


モリタニ漢方薬局 
I 柴綺町 2-2-10 _〇25-1193 

有|蘭田酒店 

柴崎町 2 U 7 _ 024-2960 

"ユゥ都市企画 

1柴嫌町 2-3-13 _ »28-2566 

ラ • バンバ 

| 柴 》町 2-3-3 _»24-5800 

H 3 LOJR SHOP はなむら 

柴崎町 2-3-9 _ 022-2491 

| オーロール嫌ぎたて 311118 

柴崎町 2-4-15 _ »27-9473 

"'北京大飯店 

| 柴®町 2-4-19 _»22-6393 


な な 
I 柴崎町 2 - 4-22 


や 


5-6980 


j 田中屋美童薬局 

I 榮 » 町 2 - 5-3 022-3913 


菊川 

荣崎町 2 * 5-6 


園 

» 26-2035 



表紙 

は 

まいあ 一と 
油榭 

r 紫陽花 •！ 
by 阿部 ® 

語 

る 


人がゐて、街があります。 

• # あなたがゐて、立川があります。 

/ そこにちょっとだけ、えくてびあん/ 

: リストのお店にはいつでもえくてびあん/ 



エッソ石油 5 ? 5 ? 3 ン 

[ 5 蕖 ® 2-1 _ 035-3081 

$ 詈商事 

5 ® 1 - 23-9 _ XI 25-3110 

オリオン書房ルミネ 2 JII 6 
* 1512 - 1-1 027-2311 

>CJr-Ti-W) AcannKMI 
曝町 2 - 1-1 027-6917 

A 1 子#十？ 

IMJ 2+1 027-1140 

朝日ヵル升-夕-訓 
W® 2 - 1-1 _ 027-6511 

ツテリア 2 JH ルミネ店 
f [ 町 2 - 1-1 _ 024-7433 

辎分ル •《! グーシー八ウス 

，即 2+7 » 25-2588 

^川リージエントホテル 

囅町 2 - 11-7 » 22-1133 




松下 J 
»© 3 -； 


珠算塾 

33 


« 25-1671 


ご ク多ンディール 


JR * 立川明兩 





三菱の 

レ d) ri«r つみた yi 

定期預金 


立川支店 



- icnK 荊の ffiffi 座さん。前の m じられたシャッターに 
者-かれているのは、 18 IME 英国の詩人、サミュエル•ジ a ン 
ソンの g 葉。其はジョンソン、»後にこう <オけ加えている u 
一恶い点で根消しにならない限りは…' I かし、あえてその 
1行を省いて L まうあたり.なんとなく潔さを感じてしまう, 
「ジ a ンゾンさん、そんなこたあ洒好きはみんな知ってるっ 
て」。シャッターが、そう笑ってるよラな気がする B 

WATCHING 


ラーメン罐馬 
雜 ®3- B »2 — Q 27-7575 

栗京都民銀行立 ill 支店 
柴鳙町3+21 —022-7107 

興容室 LI ラ 

若菜町 l-IVI 036-3048 


ホワイト八ウスフロム中 B 
W 町 2 - 11-2 _ 025-8558 

ケが： 4 - フライド_ン 
跚印 2 - 12-16 028-2636 

伊勢丹立川店受付 
SB 3 J 2 - 12-2 025-1111 


みふじサイクル 
葉町 1 - 12-4 _» 36-7166 

ノ国屋 3 UU 店 
若蕖町 1 - 13-2 G 36 - 16 CM 


三菱銀行立川支店 
■ 邸 2 - 13-3 » 24-4121 


トボス mil 店 
哪 J 2 - 18-18 025-0331 


え < てびあんエツセイ #N 0129 



caf 6 コロラド 
荣筠 ®2 * 5-8 026-2285 

スタジオ 289 

柴绔町 2-8 « 27 - 〇 269 

東陶房 

網 t 咖 -9 » 25-0079 

ロッテリア立川阐コ ® 
柴錡 ® 3+3 022-3928 

笠并紙店 
柴的印卜 13-24 « 22^8601 

矢沢歯科 
練 ® 3 - 16-2 025-6600 

« 烹紀ノ川 

I 荣势印 3 - 4-3 a? 5-5825 

■ ラ • フィ > 

柴崎 ® 3 * 5-2 « 25-2179 

| ヨシダ麵金属店 

M *«® 3 - 5-4 022-2446 

栗京相和銀行立 ill 支店 
柴搀 EJ 34-17 S 22-2171 

才 K オン書房 
费昀昭 3 , 6-27 025-3111 

あさひ銀行立川支店 
柴好 ® 3 - 6-29 022-4161 

イスバニスタ 
柴婢印 3 - 6-3 » 22-2969 

入船寿司 
柴畸昭 3 - 6-32 022-2474 

サンカメラ 
柴綺印 3 - 7-22 « 22-3336 



乃バス u 争り「袖校壬 an で下車し ir . 若山霣忘ヨ 
c t ixr . 他の两は散策を逢しみしが人、 う“捭、てみて 

ビ？レ， 


平成3年9月7日。俳句誌「萬縁」500号記 
念事業のひとつとして、中村草田男句碑建立。 

そして本年4月14日、若山喜志子、若山旅 
人、八木下禎治、三歌人の碑が除幕。建立を記 
念して行われた短歌募集には、市民から176首 
もの歌が寄せられる。 

立川には詩ごころがあります。 

立川には「詩歌のみち」があります。 



去る 4 H26ID 夜、砂川昌平さん{砂川町> 

が，肝不全のため11-くなられました。 

旧家砂川家の当主で*る砂川さんは•立川 

市教有长など地域の要職を»めら nil た。 

しかし私たちが爱して止まないのは.公的 

なお立場にあつても決して偉ぶらない砂川さ 

んのお人柄。旅•花•写真を®し、押しつけ 

ではなぃ血の通つた「立川文化」を S つて下 

さいました® 

二年前の复、脑内出血で倒れられた時はド 

キリと t ま I たが•その後リハビリの中から、 

T 房にいただく手紙。何か楽しいこと、面白 

ぃ本が兒つかつたょと報せてくださる文面は* 

私たちを「ああ.砂川さんだなあ」と安心さ 

せてくれました** 

そして突然の許银…•六十九*。私たちは 

教ぇていただきたいことが、まだまだたくさ 

んあつたのに … P 

砂川昌平さん、どぅぞ安らかに • 

■追悼£念別冊刊行のぉ知らせ 

砂川さんのご遺徳を忍び、えくてびあんで 

は追悼記念別冊を«*、限定部数にて近々刊 

行いたします。お求め•お間含わせの方はえ 

くてびあん讲集工房まで、お電話で。 


T 1 ンビユ I 

夕—会社に $A 
務されている 
阿部さん <昭 
ftrtj ) は油絵 
を始めて7年。 
のお体み<:描きためた力作を 
§ぇ' 4 H 13 日から立川ビル_廊 
』钿袈を開いた。お仕事が「デジ 
ヘル」の世*なのに： SC し、*味で 
j を描くといぅ作* a いわば紂»。 
、の！：方がないと闲つてしまぅ， 

fa 

「どちらに I ても、 G のを fill るこ 
W が好きなんでしよラね」 

什亊と«味 j 絶妙のバランスを 
t ちつつ「3年後くらいには•ま 
へ flflK を閉きたいですね」 


東風 



春から夏 1 :移る季節の变わ 00 U 
梅雨の「梅 J t は*ちょぅどこの 
時期に梅の実が熟することから m 
ています。雨統さのラつとぅしさ 
を晴らしに真如苑にお出かけにな 
りませんか。今： c もみなさまのお 
越しお侍ちいたしております。 
■日時 6 月 19 日 a ]) 

2 時一 4 «r 

■卯 本尊•具如{玉物館をはじめと 
して映_など盛りだくさんの用意 
が L てございます • 

■お 屮し込み 

は「ぇくてび 

あん•コンパ 

- I オン」(本誌 

を手*してく 

れた人)へ。 


谷 n 降之助 ail -: のもとには老 fv - 
W 女、いろいろな人が m うてきた ■ 
心を病んでいる人'®えそラで姽 
えない人が訪れる。先中は说教を 
試みるわけではない，*装をする 
わけでもない，耿ラので*る"そ 
れも金1 SU 限られていた。八||哄の 
時もあるが*ほとんどは独 AR であ 
る。. ft * 中1:およぶこ t が L ば L 
ばであった0上- T * に S う必盟はな 
いのだが - »こころ」がはいつてい 
ないと•光牛はそのこ t . だけを« 
摘された 童 5は入 m のこころを 
癒すことが m 来るのであろうか丨 
出來る U 谷 U 先牛と： S 晚平の五年 
間はどの「生き41い」によつて， 
そのこ tawH できる ♦新 W のコ 
ラムで統んだのだが、福島県の佐 
* 浩さんという人が r いつぱい 
だいすきおかあさん j という趙 
の子供の詩 fe を mKkl たぞうであ 
全13から毎 n •佐*さんの所 
に七行繙も&まるという^あたた 
かいこたつ/家のかぞくは五入/ 
「 R 角のこたつなら/いいな 
* J / t , おねえさん/|忝あとか 
らはいる/かあちやんは/私と同 
じ所/私はやっばり/四角でもい 
い t 学. E 年生の女の子の作品 • 
考えてみれば，詩ごころのない人 
生は•およそ索渙たるものではな 
いだろうか❶舦文の言葉は別れの 
S - 葉でぁり，詩の rrc * は出合いの 
sm という。われらが立川に「詩 
歌のみち」が出来て、充実してい 
る現案を赀んなで眘びたい ♦木 诲 
のあるたび止まるえくてびあん* 

(«集) 1 !田| 1 |:辛田彰|十 ♦$ 和己小林 HHK 
M 川 Sf 名薄 BII 中«絵里 «# iE 私 
町田健一 sf 
0 ^)天«敦霣愎«|明并上«|由 

スタジオ 263 中«伸五來礞平 



真如苑だょり 


幸男。 


«田:||孝甩和33舉8月&日生 
真れ * 36 ネ •_ 子 S の Aew # 
社！轘味-:^ It とドライブ， 


画零論犀龜«|詧|手に«! 9 饗け. 

* u 1 會庫め主」と 4 -(^れて#た， 
と C かく nvn ツ♦ゥ T 瘳た*た 

: ， 十‘... 

し t ; 人帳 
と*?性社 



A 0 てか $ 
花_多んがや->て< 4 *金社て嫌 
約のニユースゲ鼇れた轉は相 
Hh ゲ鷗リやまなかつた*しあわ：！* 
耔 tItf ) B 4 HT # i * 0 * 

ニニ U , 牵 f 


#はさくら、5は花萬蒲*铩陰 

に浦み•秋は紅葉 ……分 

湧水がこんこん t 流れ、四季の 
衫りにあふれた「詩歌のみち」は 
根川から残墀川、そして多*川へ 
沿って統く遊歩逍。 

+成3年 9 H 、 中村莩田男旬碑 
の建立を先 JIK けとして•ここを他 
の街 r - 類を兄ない•文学の香り C 
满ちた遊歩 jft .: しよぅとの声があ 
がった •>?. 川 rtt 文化協会を中心に 
W 1 UII が進められ、第2激として 
川が全闽に誇る三肷人•若山輿志 
子，若山枨人•八木下飧治の®:碑 
が建立された" 

今後も鋅碑、文学碑の建立が 
次々と予定されている" 

この除苺式を紀念して、立川連 
合短肷仝，立川市民体句会共催で 
市 S から短歌を募集 L たところ、 

百七十六首もの応«•がぁった。三 
歌碑の建 •& で•ますます充実する 
「詩歌のみち」への*びが，1一；十 
一文字の10:界で語られる。 

若山旅人氏、野村吉茂氏•木村 
賢•郎氏、谷川水車氏の審査で进 
ばれた、金#受賞作は以下の通り • 
■野村吉茂氏 is 

モノレール走る未米をはぐくみて 
支柱建ちゆ<多摩川越ぇて 
<宁佐美玲+さん) 
■木村貿 I 郎氏選 
多 * 川をこよなく愛でし師の君の 

碑の建つこの日春まつさかり 

<森本白+さん) 

■谷川水車氏 is 

母と子の芽吹きの中の歌の碑よ 

時の網べを永速に刻みて 

<石塚孝江さん) 

■若山旅人氏* 

确室の床に無邪気にクレヨンで 

描く線路は我が家への道 

{中村夷*子さん) 

以下銀 lit 锅赏 t 、 いずれ劣らぬ 

力作ぞろい❶この街に住む，詩歌 

を®する人の多さを物語る。 

«かな自然を»策しながら、詩 

软の世界，文学の世界に 51 姪に触 

れることのできる •! 鉻歌のみち/ 

-» 山野 ？ ct •万菜の緑に,®まれた詩 

歌のみちは•この街に文学の心、 

ひとの心があることを語つてく rl 

ています」 

tit ⑴右民诽幻会 •& III 如串氏> 

1の体み<:は文学敗歩。立川 

人の新しい楽しみがまたひとつ。 


柴崎町 


私は%单が好きだった。なかで b 省採^单(官鉄の« 
逍咨«卑をこう呼んでいた)が何«か i « 結して走る姿は • 
少年時代の m かしい思い出として忘れることは出来ない。 

立川に来たのは昭和七年、小学四年の時でした。今で 
こそ*車は珍しい“在ではありませんが*燕^列串全盛 
の当時，笔巿は少なく煙の出ない乘物として fl 味があり 
ました•立川に米てから•付近を/£る屯車について「兒 
たり W いたり」「調べたり」でいろいろなことを知りま L 
た- 

昭和 W 年六月十五 n 国立一^川№1の«線*化が完成し、 
中央線は) 1 C 京 •& 川間1:直通 ts 車を iite するようになり 
ました"三 S 組成の木进*率で，新宿まで四十分，*京 
までは丁度！時間、立川<:電車が来るようになったとい 
うことで/ {*: 火を h げて祝つたそうです • «申は初*四時 
卜三分，終 so 時三十八分で.およそ十六分毎に東京行 
として発卓しました。ただ早朝と夜半は運 fe 間隔も ft く 
なり、編成も二両と短くなった。*車は十七米程の二段 
域根の木®で，客車と同じ黑塗りでしたが•窓：卜の等級 
を表わす赤带はついていませんでした • 

立川駅に*初に入つた*串は、 W 線ではなく宵梅范卓 
だつたのです•苛梅«氕鉄道では立川—二悮尾問に*串 
を運転したと紀»してぃます。全6十五米の|-^屋根必 
木造*率が一台で？ r . 川•二俟尾間を走つていました。如 


嵌までの延長は昭和四年の九月で，その頃から九11; 



南武鉄道の*車 a 、 昭和五年十二月全線が開通した。 

この時に北 U から南 n に通じる地下 is が完成し、 lr . •川訳 

南 U が設けられたといラ。^武鈇 is の発赛するブラット 

ホームの厗根<:「京浜間近道南武屯单」と基いた看板が 

掲げてあった。立川—川嶙間はおよそ一時間で锫んでい 

た■%車は十 H 米位、緑色の牢体で荊と後ろに乗降麻が 

あ〇’手勒式で卓掌が開閉していた❶いつも一台で走っ 

ていたが•川崦行きは每時二十六分と i 十六分に発車し 

ていました•四国立に車庳があつて、立川•西国立間は 

裎探，その先は取梅でした。南式線のブラットホームの 

反対侧は五日市探で，これは電車でなく•小さなガソリ 

ンヵーでした。 

话を線に戻します。昭和五年十二月爭線ではあつ 

たが、立川一^川(現商尾)間が電化され•浅川行の« 

卑が走るよぅになり、翌六年には列丰は屯^機 ra 半が牵 

くよぅ1:なりました。この頃から t 期製の新奉が人り转 

彩を放っていた•この*单はモハ 31 とい：/今までの二 

重堪根から丸！®根にかわり、眾根上に一列1:通風益が« 

んでいました。正面は三枚窓で， t の窓下には ft 方形 

の行先表示板が吊るしてあり、白地に黑字で-1立川行」 

と畲いてあつた。立川駅に到蕾すると釈 tt がこれを外し 

て裹返しにすると『朿供行」になりました*•この行先板 

は.*率の®の电要な*^だつたと思います。 


g えくてび®/ V 莢—】 

乎成- t ; 车六 A ! 日免行 

癸行所えくてびあん ffmx 庚 

电京筘立川市 l «» J2 -! 7 -.n 

移田'ヒル 6 r 〒:« 

«话〇四二五 g Do 82 

r A X 0 四二五( 23 ) : 29: ? 

鋈兑行人 ^ 

立 f 介!!^ 

印期所 S 大 K 社^ 
























































































































































































わたしの 

玉手箱 

7.キデ f ランド(立川駅ビル店) • 
桂正さんの「熱帯魚 j 


承漕の中を寒々と禳切る占代魚，夜 rrtt の魚 u 
K た*撣木の糾一玫品 得を 得 4鼻^ 

ボー viJ 4«6 ti 洛うちに鉍れ4安心感 r 
本 HMr ベ‘ v ドの W に®:•その在昧が分かった • 

























